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Ⅰ．緒  言 

 
 わが国では，高齢者世帯の割合は増加し続けており 1），

今後も増加が続くと考えられる．筆者らは，過疎地域に

暮らす高齢者世帯に別居の子どもが通ってきて高齢者世

帯の生活を支援している現状を通い介護家族と捉え，高

齢者と通って支援する子どもをひとつの家族と考えて支 
援する方法を検討してきた 2）． 
今回は，さらに，通い介護家族にかかわっている専門

職の援助経験から，通い介護家族への援助における課題

と援助方法を検討したいと考えた．そこで，援助の専門

職として通い介護家族にかかわる可能性がもっとも高い

と考えられるケアマネジャーを対象として，別居の子ど

もが通って支援している高齢者世帯への援助において，

自分なりによい援助ができた・援助がうまくいったと感

じた経験と援助において困難を感じた経験を調べ，通い

介護家族への援助における課題と援助方法を検討した． 
 

Ⅱ．方  法 

 

１．対  象 

過疎地域を含む 3 市町の地域でケアマネジャーを対象

に実施した先行の質問紙調査において３）援助体験の聞き

取り調査に協力できると回答したケアマネジャーおよび

そのケアマネジャーと同じ所属施設で協力して活動して

いるケアマネジャーで，調査協力に同意が得られた 12
名である．ケアマネジャー経験年数は，2～9 年目である． 
 

２．聞き取りの方法 

対象者の所属施設にて，インタビューガイドに沿って

聞き取りを行った．項目は，通い介護家族への援助体験

のなかで，1）自分なりによい援助ができたと感じた経

験や援助がうまくいったと感じた経験について，(1)自分

なりによい援助ができた・援助がうまくいったと感じた

内容と(2)具体的な場面，また，2）困難を感じた経験に

ついて，(1)援助で感じた困難の内容と(2)具体的な場面，

3）ケアマネジャー自身について，性別，年代，ケアマ

ネジャー経験年数である． 
具体的な場面の内容は，1）自分なりによい援助がで

きたと感じた経験や援助がうまくいったと感じた経験

では，①援助対象世帯の概要（高齢者の年代，性別，健

康状態，要介護度，利用していたサービス，通って支援

していた家族），②よい援助ができた・援助がうまくい

ったと感じた状況（ケアマネジャーとしての対応，対応

の結果），③振り返って思うこと，④よい援助ができた・

援助がうまくいった要因はなにか，である．2）困難を

感じた経験では，①援助対象者世帯の概要は同様の項目，

②困難が生じた状況，③ケアマネジャーとしての対応，

④対応の結果，⑤振り返って思うこと，である．援助経

験を具体的に捉えるために，「自分なりによい援助がで

きたと感じた経験や援助がうまくいったと感じた経験」

と「援助において困難を感じた経験」とし，援助事例に

基づいて聞き取った．これらの項目は，事前に郵送した． 
初回の聞き取りは筆者 2 名同席で行い，その後は 1 名

で行った．協力して援助したケアマネジャーがいた場合

は，ケアマネジャー2 名同席とした．1 回あたりの面接．
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　日本地域看護学会第6期編集委員会（2012年6月～）
の活動方針は，学会の活動目的，活動方針ならびに事業
計画等に沿って編集委員会を運営することであり，また
権威と親しみやすさを兼ね備えた，わが国で唯一の地域
看護学の専門誌である本学会誌の編集を推進することに
あります．本編集委員会では，この活動方針に沿って，
創刊以来，変わることなく脈々と受け継がれてきた質の
高い論文の充実を第一の使命として取り組んでまいりま
したが，この度，その使命に加えて，論文以外の誌面の
充実にも取り組み，読者にとっていっそう魅力ある学会
誌とするべく，新連載「地域看護に活用できるインデッ
クス」を企画し，本号よりスタートさせることとなりま
した．
　インデックスには「索引」「見出し」などの意味もあり
ますが，ここでは「指標」の意味で用いています．指標
は多くの場合，数値化され，その状態や動きを把握する
ことが可能になる性質をもっています．すなわち本企画
は，地域看護の学術ならびに実践にかかわる状態や動き
を把握することができる有用な指標について紹介すると
ともに，読者の方々の活用によって一層の発展を促すこ
とを趣旨とするものです．地域看護学とは，地域で生活
する人々のQOLの向上とそれらを支える公正で安全な
地域社会の構築に寄与することを探求する学問です（日
本地域看護学会，2014）．地域看護に活用できる指標と
は，地域で生活する人々と地域社会に活用できる指標と
もいえるでしょう．
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　一方，指標は，数値化しやすいものに限られやすいと
いう特性ももっています．地域で生活する人々と地域社
会は多様であり，単独の指標ではその一部分しかとらえ
ることができません．複数の指標を用い，いくつかの角
度から眺めることによって，ある程度バランスのとれた
見方が可能になると思われますが，それでも地域で生活
する人々と地域社会の全体像を数値のみで100％説明す
ることは不可能でしょう．しかしながら，だからといっ
て指標のみではなにも説明できないとさじを投げるので
はなく，指標によってなにをどこまで説明でき，また説
明できないのかについて認識のうえ，じょうずに活用
し，人々や地域の把握や予測をしたり，地域看護の成果
を明確にすることは意義があると考えます．
　取り上げる指標については，信頼性，妥当性が確認さ
れているものであることはもちろんのこと，これまでも
またこれからも地域看護にとって有用と考えられるもの
のなかから，連載に与えられる紙幅も考慮のうえ，編集
委員会において選び出しました．また執筆には，その指
標に明るい熟練会員から新進気鋭の若手会員の方々まで
幅広くご協力いただきました．各指標は本号を皮切りに
順次紹介される予定ですが，なかには本誌創刊時，社会
にその存在が認識されていなかったように思われるもの
もみられます．すなわち地域看護に活用される指標は，
時代と社会を映し出す鏡といえるかも知れません．編集
委員会一同，本連載が読者のみなさまの参考となり，ま
たご批判を賜れれば，望外の喜びです．
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